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篏

t

る
で

ぷ
ら

5
 

0
即

ち
、
當

者
の
揚
合
に
於

^

も、短

E

m

旅
行
 

を
行
ふ
機

會
は

長
距
離
旅
行
を
行
ふ
機
會
ょ
々
も

.遙
か

k

多
大

^

上
る
で
あ
ら
ぅ
。
残
ら
ば
、
 

此
の
賃

率

制
1

Q
下
k

於
て
は
富
者

％

獨
々
常
；

^
其
の

.0
 

^

0 :

み
®

し

p

居
々
，小

所
#
 
^
が 

獨

6

常

^

其
の
災
を
の
み
受
け
て
居
る
、

V
J

い
ふ
靜
で
は
あ
々

#

な
い

9
.加
之
、此
の
賃
率
切
度 

?:
'
.ば
獨

6 
$
者
の
保
議

k

の
み
惰
す
る

乙

ど
な

か

ら
し
め
る
の
エ
夫

5:
加
へ
て
賞
行
す
る
乙 

t
も
不
可
能
で
は
な
い
仞
へ
ば
富
者
の
，好
ん

で

利
用
す
る
優
等
等
級

k

對
し
て
は
，等
し
く 

遞

減
法
を
實
行
し
っ
、
も
賃
率
全
體
の
：水
準
を
：比
較

«|
.
,高
い
程
度

^
据
ぇ
置
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，々又
そ
の
發
達
が
後
者
の
進
步
發
達
ど
相

_
的
な
も
.の
で
あ
る
こ
ミ
等
は
極
め
て
明
白
な
事

 

.實

.で
あ
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i
r
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b
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得
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い
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し
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は
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だ
彼
の
主
張
を
容
る
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ほ
ざ
進
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し
て
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か
っ
た

0

從
っ
て
こ
の
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面
の
改
良
は
殆
ざ
な

^

れ
な
か
っ
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^

云
っ
て
ょ
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殊

k
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r
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d
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e
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^
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ま
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業
革
命 

： 

.

第
三
號 

三
五



第
二
十
四
卷

|

〇)

謙

I

■
命 

璧

號

一

1
 

の
が
あ
る

。
' 

'
 

.
.

「

七
ニ
〇
年
に

The Mersey and Irwell Navigation A
c
t

ビ

Il
f
ば

る

、
法
令
が
出

/2
0

この去 

令
の

6
的
^
す
る

ビ

こ

ろ
は

Manchester 

s
. Liverpool

ど
の
水
路
を
改
良
し
て
運
賃
を
低
下
と 

し
む
る
こ

^

^
お
つ
た
。.主
要
な
る
仕
事
は
兩
河
に
存
す
る
多
く
の
屈

^
を
直
線
化
な

し
、ホ
 

門
や
堰
を
作
る
こ

^

に
あ
つ
た
。
乙
の
仕
事

0:
-
最
初
の
部
分
は
一
七
ニ
一
 

年
^

完
成
さ
れ
だ
。
 

I

結
果
運
賃
は
直
ち

k

低
下
し
た

。
' 
即
ち
從
來
の
陸
上
運
賃
は

兩
市
間
一
嘲

.

西
十
志
で
あ 

つ
た
も
の
が
、新
水
路
に
依
る
ど
十
一
一
志
又
は
十
志

k

過
ぎ

な
く
？

た
。

即
ち
約
四
分

の一 

で
あ
る
こ
の
事
業
ど
殆
ミ
同
時

^

行
は
れ
た
の
が

D
o
t
a
s

河
の
開
鑿
で
あ
る
が
、完
成

R

は
 

や
、
多
く
の
日
數
赢

し
た

。

，

j

れ
は

L
i
v
e
l
-
1

 

s

 

w
f
g
a
n

炭
田
地
方

V」

S

絡
を

V」

る
も 

の
で
、そ
の
延
長
は
陸
路
ょ
々
も
三
倍
も
長
か
つ
た
に
も
拘
ら
ず
、卜

$
^
8
1 

k
安
い
石
炭
を
供 

給
し
得
る
や
ぅ
妃
な
つ
た

。
?』

.wo
o
d

 and A. 
w

r
 ore. The Romance of the 

c

l
 Industry,

VO
27,
 P

.

VO
5)

3

ら
纪
水
路

^

關
す
る
改
良
化
一
步
進
め
た
も
の
は

r
七
五
五
年
の

S
a
n
k
e
y

 

B
r
o
o
k

 

.の浚 

渫
で
あ
つ
た
。
何
故
な
ら
ば
こ
の
託
畫
は
單
化

s
g
k
e
y

 

の
浚
梁

k 

i

ら
ず
、事

f

上

-rr

丧

k
;/
け
る
最
初
の
運
河
で
あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
。

S
a
n
k
e
y

の
谷
^
添
ふ
て
大
な
る
新
ヒ

 

路

を
開

S

た
の
で
あ
っ
た
。
從
っ
て
半
ば
河
川
の
浚
渫
で
あ

'
半
ば
蓮
河
の
開
盤
で
あ
っ
た
。

 

こ
の
事
業
は

1

七
六
〇
年

R
完
成
し

Widnes, 

Warrington, 

Eadestown, S
t

 

H
e
l
e
n
s

等
を
連
絡
し

 

た
。

(ibid. 

p. 

9
6)

元
來
こ
の

m
河
の
目
的
は

Lancashire

のS
t

 

H
e
l
e
n
s

地
方
の
豐
富
な
る
炭
坑

 

ビ

Liverpool.VJ

5:
結
び
つ
け
る
こ
ど
に
あ
つ
た
。
始
め
は

coankey B
r
o
o
k

を
そ
の
^
、
利
用
す

 

る
っ
も

6

で
あ
っ
た
が
、雨
季
の
洪
水
や
流
れ
の
强
い
た
め
に
不
可
能

^
な
っ
た

o

そ

Z
で

«r 

ょ
◊
も
や

.

高
き
地
點
化
平
行

^

運
河
を
關

1?
し
、洪
水
の
弊
害
を
避
け
、かっ
河
ヾ

」

の
連
絡
に

 

依
々
適
當
の

水

量

? :

維
持

’す
る
方
法
を
採
っ
た
の
で
あ
る

O
S
. A. 

Pratt,: Inland 

Transport and 

communication in England, 

19
1
2, p. 

1
6
6

し 

、

か
く
し
て

乙

s

k
i¥
次

^

運
河
の
有
用

な
る

乙

しヾ
が

i
i

め
ら
る
、

v
j

共

k
、他
方

そ
れ

等

0 

初
期
の

.幾
っ
か
の
經
驗
が

一

層
困
雛
な
る
蓮
河
開
盤
事
業

^
向
.は
し
め
た
の
で
あ
る
。
し
か

 

し

こ
れ
等
の
囷
雛
な
る
運
河
事
業

k
っ
い

て
最
大
な
る
自
信
を
英
國
人

k
與
ベ
た

も

の
i

次 

ぎ
^

述
ぶ
る

B
r
i
d
g
e
w
a
t
e
r

 

C
a
n
a
l

の
完
成
で
あ
つ

た
ら
ぅ
。

ノ
三
 

.

笫

ニ

十

四

卷

C

三11

ニ

)

運
河
I

業
革
命 

.
 

J

&
 

f



第

二

十

四

卷

(

三
三
ニ)

運
：河V

康
業
本
命
，
 

？ 
一
 I

ミ

-.
>

F
r
a
n
c
i
s

 
E
g
e
r
t
o
n

跗
ち

m

三
代
目
の

D
u
k
e

 

of 

B
r
i
d
g
e
w
a
t
e
r

はw
o
r
s
l
e
y

k

豐
富
な
る
炭
田
を
布 

t

て
ぬ
た
し
か
も

^

の
地
.は

M
a
n
c
h
e
s
t
e
r

t

去
る
こ

V」

七
哩

R

過

ぎ

な

い
。s

§
o
h
e
s
t
e
r

が

エ
 

業

地

ど
し
て
發
展
し
て
來
る
ど

*

R
、多
く
の
石
炭
を
要
求
す
る
や
ぅ

'
^
な
つ
た
。
又
都
市
ど 

し
て
の
發
龜

も

こ
の
時
代

^

於
い
て
特

R

著
し
か

つ
た
。

M
a
n
c
h
e
s
t
e
r

は

第
十
六

li
t

紀
の
後

^1 

か
ら
雄

十
八

li
t
紀
の
初

_
ま
で
.は

人

口
の
增
加
も
顯
著
で
な

く
，こ

の
問

^
僅
か
ド
倍

加
，し

た
 

に

過
ぎ
な
い
。

.切
ち
敎
區
の
塊
葬
記
錄

k

依
.る

ノ
レ
一
五
八

〇
年
か
ら
一

.五
八

七
年
ま
で
の
一 

苹

4'
均
は

¥1
八
十
四
人
で
、一
七
ニ

 

P
苹
か
ら
一
七
ニ
七
年
の
一
年
平

.均
は
三

W

五
十
九
入

 ̂

過
ぎ
な

s

。
あ
る
記
錄

k

依
る

£

1
七
一
七
年
の
總
入
ロ
ば
約
八
千
ど
の
乙
ど
で
あ
る
。
し
 

力
し
そ
の
以
後
の
人
口
の
增
加
は
急
激
で

•あ
る

,0
一
 

七
五
七
年

^

は
一
.萬
九
千
八
百
三
十
九 

人
ど
算
定

^

れ
又

1

七
七

H

年
k

はM
a
n
c
h
e
s
t
e
r

及
び

cn
,
a
.
の
市
區
及
び
敎
區
を
合
す
る
ヾ

」 

四
现
ニ
千
九
苜
一
一
十
七
人
で
、市
區
、た
け

'
で
ニ
萬
七
，千
ニ
瓦
四
十
六
人
を
算
す
る
。

?
,
ミ
.
s
o
, 

ffit, 

E
n
g
l
a
n
d

 

o
n

 

the 

E
v
e

 

of 

the 

Industrial, R
e
v
o
j
u
t
f
o
n
,

VO
2
5
,
 pp. 

1
4
0
-
1
4
1.〕

乙
の
著
し
さ
發
展
を 

見
つ
、
あ
る
時
運
河
の
計
盡
が
目
論
ま
れ
つ

y
あ
つ
た

Z
ビ
を
注
意
す
ベ

.
_

で
あ

.るO

ブリッ 

デ
.ウ
オ
タ

'
ア
侯
力

.»*
'立
の

®

河
を
作

.る
力

'A-J.

得
'た
'
 
の
■は
.「

'七
.五
九

.年
で
ぁ

.っ

.，た

。
：
..

r

h

.
-

-

-

-

-

-

-

.

. 

■ 

t

i

l

l

耍
す

.る
に
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ァ
化
於
け
る
石
炭
の
需
要
の
增
加
す
る

R
つ
れ

.て、從
來
の
如
く

 

51
1心
道
路
上
の
運
搬
^
耐
へ
ら
れ
な
く
な
つ

た。

<*
•
<
o
l
g
l
c
y

か
ら

M
a
n
c
h
e
s
t
e
r

立
で
七
哩
の
運

« 

は
馬
力
で

一

噸

k

つ
さ
九
志
か
ら
十
志
を
拂
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。

(
M
a
n
t
o
u
x
,

 op. cit. 

p. 

127. 〕

乙
れ
は
到
底
負
擔

R
耐
へ
得
る
も
の
で
は
な
か
つ
た
。
遒
路
に
代
る
蓮
輸

.機
關
ヾ

」

し
 

て
は

g
Q
3
e
y及
び

I
rwell

河

?:
航
行
す
る
こ

V
J

も
一
つ
の
方
法
で
あ
つ
た
。

然
る
^
乙
の
蓮

 

賃
も
前
記
の
如
く
高
く
は
な
か
つ
た
が
相
當
奮
く

#

自
身
の
所
有
船
舶
を
以
つ
て
し
て
、なほ

 

そ
の
河
川
所
有
伸
間
に

一

_ 

k
つ
き
三
志
六
片
を
柳
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。

(Pratt, CP. 

clt. 

p. 

1
6
7
.
)

乙

、
^
M

lr
て
使
は
穿
運
河
の
開
懲
を
計
畫
し

，James 

wrindley

5:
し
て
そ
の
許

 

迸
を

遂
行
せ
し
め
や
ぅ

ヾ

」

し
た
の
で

あ
る
。

I
B
r
i
n
d
l
e
y

の
計

11
は
極
め
て
大
膽
な
も
の
で
あ
つ

.た
。

w
o
r
s
l
e
y

 

' Ma
n
c
h
e
s
t
e
r

兩
地
間
を
一

 

'.
直 

線
^

繫
ぎ
谷
を
橫
切

6
、河
上
を
越
え
水
平

^
、水
路
を
作
ら
ん
ど
す
る

^

あ
つ
た
。
通
®
の
連 

河
の
如
く
、水
門
を
作

々
、水

面
^

高
低
を
保
た
し
ひ
る
方
法
を
採
ら
な
か
つ
た
？

 

M

の
方
法
が 

果
し
て
終
局

^

於
い
て
利
益
で
あ
つ
た
か
如
何
か
は
疑
間
で
あ
る
が
、ルノ
ぐ
ど
も
連
輸
の
鹄
か 

ら
見
れ
ば
甚
だ
便
利
で
あ
る
こ

^

は
云
ふ
爻
で
も
な
い
。

第
二
十
四
卷(

三
三
三)

運
河
ミ
產
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举
命
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笫
ニ
十
四
卷(

三
！

II.

四)

運
河
ざ
-產
架
.本
命

 

第

！I-
せ

マ
ル
タ

ス
の

所
謂
饒
舌

象
た
.る
.ァ

I

ザ
ァ
•ヤ
シ
グ
は

そ

の
著

u

>S
i
x

 M
o
n
t
h
s

 T
o
u
r

 t
h
r
o
u
g
h

 

the 

N
o
r
t
h

 

o
f En

g
l
a
n
d
、

0
7
7
0
〕

K

於
ぃ
て
詳
細
化
蓮
河
の
構
造
を
四
十

..頁
に
！
つ
て
説
明
し
、次
 

ぎ
の

炎
S

賞
讃
ど

驚
嘆
の

辭
を
述
べ
て
ゐ
る

。

- Up
o
n

 

the 

w
hole, 

the 

u
n
c
o
m
m
o
n

 

spirit 

w
h
i
c
h

 

actuated his G
r
a
c
e

 the D
a
k
e

 of B
r
i
d
g
e
w
a
t
e
r

 

in 

designing a
n
d

 executing 

s
u
c
h

 

noble 

w
o
r
k
s
,

 c
a
n

 never 

b
e

 

sufHcientry 

a
d
m
i
r
e
d
:

 

A
t

 

s a
g
e

 

w
h
e
n

 

m
o
s
t

 

m
e
n

 

a
i
m

 

on
l
y 

at 

u
s
s
u
r
e

 

s
d dissipation, 

to 

see 

h
i
m

 

e
n
g
a
g
e
d

 

in 

undertakings, 

that 
give 

e
m
p
l
o
y
m
e
n
t

 

s
d b

r
e
a
d

 

to 

thousands.; 

that 

tend 

s
o
aqreatly 

to 

a
d
v
a
n
c
e

 

the agriculture, 

n
m
n
u
f
a
c
t
u
r
e
s a

n
d

 c
o
m
m
e
r
c
e

 

:
: .N

o
r

 

w
a
s

 

it 

less 

to 

his 

G
r
a
c
e
w
h
o
n
o
u
r

 

that, 

in 

the 

execution 

o
f

 these 

spirited 

s
c
h
e
m
e
s
,

 

h
e

 

h
a
d

 

the 

penetration 

to 

discern 

the 

character 

of 

m
a
n
k
i
n
d

 

so 

m
u
c
h
,

 

as 

to 

o
n

 

those 

p
e
o
p
l
e

 w
h
o

 w
e
r
e

 

f
o
r
m
e
d

 

b
y

 nature for 

the b
u
s

B-e
s
s
; 

to 

d
r
a
w

 

forth 

latent 

merit; 

to 

b
r
i
n
g 

f
r
o
m

 

obscurity 

o
n
e

 

of the m
o
s
t

 

useful g
e
n
i
u
s
w
t
h
a
t

 a
n
y

 a
g
e

 c
a
n

 

bo
a
s 

て
 

to 

t
h
r
o
w

 

that genius at o
n
c
e

 into e
m
p
l
o
y
m
e
n
t
;
?

 give a free scope to his b
old ideas; to b

e

 unsparing 

of m
o
n
e
y

 

m

 

s
u
p
p
o
r
t
i
n
g

s -
0
3 

一
 

to 

k
e
e
p

 

liim 

constantly 
in 

a

 

situation 

of rendering 

蕻 

は
 

useful 

to 

his c
ountry; 

.

. 

:、(

o
p
. cit. 

vol. 

III., 

pp. 

2
9
0
.
2
9

 0

 
か 

く 

の
如
 

& 
大
事
業
が
當
時

k

於
い 

て
な

3

れ
た
こ
ど
は
誠
に
驚
ぐ
ベ
さ
こ

^j

で
.あ
ら
う
。
し
か
し
敎
育
は
な
か
つ

U
が

驚

く

ベ

&
天
才
で
あ
る

Brindley

の
得
た
賃
銀
が
一
週
僅
か
ド
一

破

一
志
で
あ
つ

パ

乙
ン

しR
c
w
o
o
d

 and 

Wilmore, 

op. 

d
r p, 

9
00
0
想
到
す
れ
ば
マ

,
ク
ス
の
嘲
笑
も
故
な
さ

^
あ
ら
ざ
る
乙
ビ
を
知

6 

得
る
で
あ
ら
ぅ
。

n
T

の
最

も

記
憶

3

る

ベ
さ
大
運
河
は

' 

一
七
六
一
年
七
月
十
セ
日

^

開
通
す
る
こ

.VJ
?:
得
た
。 

♦
の
結
朵
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ァ
の
石
炭
の
價
格
は

 

一
O
W
LR
つ
い

て

一
志
か
ら
四
片

R
減
じ
、(ibid.) 

又
は
少
く

 

VJ 

も
平
減

し、(J. 

Phillips, 

History of Inland 

Navigation, p. 7
6
, Mantoux, 

op. 

c
rp. 
1
2
00 

Pratt, 

op. 

c
i
r

 

P. 

I
6
S
〕

他
方

V

ジ
ッ
デ

ゥ
ォ

タ
ァ
侯
は
容
易
に
そ
の
所
有
炭
坑
か
ら
石
炭
を
供 

給
し
得
る
ミ

^

^
な
つ
た
の
で
あ
る
。

四
.
一.
 

.

乙

の
..最
初
の
眞
の
蓮
河

V
J

も
稱
す
ベ

p Bridgewater 

C
a
n
a
l

が
成
功
す
る
：

€
共

R
、運
河
熱
は

 

急
激

^
發
&

し
て
來
た
。
先

.づ

M
a
n
c
h
e
s
t
e
r

-̂L
i
verpool

^
の
兩
エ
業
都
市
を
連
格
せ
ん
ど
す

 

る
計
畫
が
同
じ
く

.

K

リ
ッ
デ
ゥ
ォ
タ
ァ
侯

^
依
つ
て
企
て
ら
れ
た
。
兩
都
市
の
連
絡

.はMersey, 

1
1
1
1

兩
河

k

依
つ
て
幾
分
援
助

さ

れ
て

ゐ
た
が
、
勿
論

十
分
な

も

の
で

は
な
か
つ

r2
°

從
つ
て
 

侯
の
計
畫
は
兩
都
市
の
商
人
代
依
つ
て

.は
大

v>
:
k歡
迪
さ
れ
た

.0
彼
等
が
陛
路
貨
物
を
運
搬

第
ニ
十
职
卷

.

.

0

-*.

三
五〕

運
河
.

w

產
業
苯
命 

笫
三
號
.



m
j.

十

四

卷

G
-
r

一！lid

 

.連
河W

產
乘
革
命 

第

三

號

,-
1
1

ニ

ず
る
ビ
す
れ
ば

I
.

噸
四

+

志
を
要
し
、水
路
.
依
る
も
、な
ほ
十
二
志
は
必
要
で
あ
っ
た
。
然
る 

R
新
蓮
河

k

依
れ
ば
距
離

ic
於
ぃ
て
九
_
短

0
-
れ̂
蓮
賃

^

於
ぃ
て
少
く
ヾ

」

も
半
減

^

ち
一 

,

/r
六
志
を
越
え
な

S

こ

V
Jic
な
る
。

o
^
- 

1
69〕

'

し
か
し
ミ
の
新
計
畫

^

對
す
る
反
對
は
少
く
な
か
っ
た
。
，侯
の
最
初
の
計
畫

k

o

い
て
は
 

殆
ど
反
對
な

く
し

て
成
就
し
た
の
で
あ
る
が
、

ミ

の
ニ
度
目
の
場
合

^

ば
先
づ

M
s
e
y
,

 

Irweli 

兩
河
の
所
有
者
が
反
對
し
た
。
又
こ
れ

^

依
っ
て
利
益
を

得
て
ゐ
た
考
並
び

k

地
主
も
反
對 

し
た
。

乙
の
爭
は
終

^

は
政
治
的
色
彩
を
も
帶
び
て
來
た
。
技
師

B
r
i
n
d
l
e
y

の
手
記
に
ト
ォ

 

リ
ィ
黨
も
侯

^

反
對
す

」
(the 

Toores 
m
a
d

 
h
a
d

 

a
gane 

ye b
u
k
.
y

 

vj Y
b

、
記
 

3 
る
、

こ
^

9 

2 
0
 

し
か
し
結
局
認
可

 rj 

れ
、Manchester 

の Longford 

Bridge 

(

こ
、
で
！Bridgewater 

C
a
n
a
l

it
會

す)

か 

らR
u
n
c
o
r
n

 C
M
I
y

河
に
連
絡

5

で
二
十
四
哩
の
運
河

を
，
完
成

し
た
の
で

あ
っ
た

o

こ
の
費
用 

は
後

^

述
ぶ
る
が
如
く
豫
想
し
た
ょ
ぅ
も
甚
だ
多
く
の
費
用
を
要
し
た
の
で
あ
る
。

o
cr
Q:
. p. 

T
7
I
)

こ
の
運
河
を
完
成
す
る
や
、

B
rindley

は

^
ら

k
大
膽
な
る
計
畫
を
樹
て
、

M
e
r
s
e
y

河

V」
Trent 

河
及
び

S
e
v
e
r
n

河
ビ

を
'
 
連
絡

し

、Liverpool, 

Hull, 

Bristol

等
の
國
內
の
主
要
都
市
を
運
河
纪
依
っ

て
結
び
っ

け
％

ど
し
た
。

Y
a
r
r
l
o
n

の
夢
想
は
漸
次

^
赏
現

3
れ
ん
ど
す
る
。
幾
多
の
技
術 

的
闽
雛
は

R
i
n
d
i
e
y

の
天
才

^

依
っ
て
解
決

3
れ
、先
づ

Mersey, 

T
r
s
t

兩
河
の
連
絡
は
一
七
七 

七
年

^

開
始

3
れ
た
。

3
ら

k

乙
の
蓮
河
は

T
r
e
n
t

河

VJ 

s
e
s
r
n

河

V
J

を
繫
ぐ

W
o
l
v
e
r
h
a
m
p
t
o
n

 

Canal, 

B
i
r
m
i
n
g
h
a
m

 

C
3
3
】，

Conventry 

c
s
a
l

等
に
依
っ
て
補
足

^
れ
、內
地
蓮
輸

k

役
立

つ
こ
< £ 

进
だ
大
な
る
も
の
が
あ
っ
た
。

こ
れ
等
の

B
r
i
n
d
l
e
y

の
技
術
的
成
功

R

刺
戟
さ
れ
て
多
く
の
運
河
開
鑿
事
業
が
行
は
れ
た
が
、

1

々

乙

、

R
揭
ぐ
る
こ

v
j

は
あ
ま
り

R

煩
雜

k

過
ぎ
る
か
ら
一

、一一

の
例

?:
云
ベ

ば
、
す
で

R

一
 

七

六
三
年

^

はJosiah 

W
e
d
g
w
o
o
d

が

T
h
o
m
a
s

 

B
e
n
t
l
e
y

等

V
J

共
k

製
陶
業
地
方

k

運
河

V
J
開

P
. 

又

r
3

&

ビ

L

<*e
r
p
o
o
l

R

蓮
河
建
設
の
許
可
を
得

/2
の
は

j

七

六
九
年
で
あ
っ
た
。

一

七
九一 

年
か
ら
ー
七
九
四
年

^

至
る

「

運
河
狂
時
代

」

の
四
年
間
に
運
河
の
認
可
令
は
八
十
！以
上
を
算 

し
、(ibid. 

P. 

I
S
3
)

そ
れ
等
の
新
水
路
は
實

R

五
千
哩

R

達，し
た

V

云
は
れ
て
ゐ
る
。

(
E
.

 

W
e
l
b
o

丨
 

urne, 

A

(/ocial 

a
n
d

 

industrial 

H
i
s
tory 

or 

E
n
g
l
a
n
d
,

 

M
o
d
e
r
n

 

T
i
m
e
s
,

 

10
2
0
,
 p

.

t)

か
く
の
如
く
し
て 

第
十
八

li
t

紀
来
ま

.で
k

は
運
河
は
英
國
內

k

縱
橫

k

建
設

3

れ
れ
。

B
r
i
n
d
l
e
y

が
政
府
委
員
か 

ら
"、T
h
e
n

 

w
h
a
t

 

d
o

 

y
o
u

 

think 

rivers 

are 

f
o
r?

: 

<
質
問

^

る
、
や

、
:
H
o supply canals w

i
t
h

 w
a
t
e
r.

こ

第

二

十

四

卷

(

三
！

1
!

七)

述
何
ビ
鹿
業
革
命 

第
.三
號 

M
n

i



第二十

s
 

S
三八〕

運河：W

產業革命

.
 

， 

S
I號

四

V
J

答
へ
た

ビ

J

逸
話

f

ぐ
。で

.
&
バ

V 
5)

は
又
當
時
の
人
々
の
運
河
に
對
す
る
考
へ
を 

反
映
す
る

も

の

^
あ
る

。
.

か
く
の
如
邊
河
の
著
し
い
發
展
は
當
然
當
時
の
あ
ら
ゆ
る
產

.業
S

大
な
る
影
響
を
及 

ぼ
し
た
.己
ど
は
云
ふ
ま
で
も
な

く

明
か
で
あ
る

.0
甚
し

s

變
化
を
生
じ
た
。

こ
の
狀
態
を
觀 

察

し
た

.當
時

(

一
七

.八
一
年

)

の
製
陶
業
の
ぁ
る
歷

'
 
史
家
は
次
ぎ
の
如

く

云
ふ
。

H
o
w

 

is 

the 

whole 

face of 
I
 c

o
l
y

 c
h
s
g
e
d

 in about twenty years ! 

Since I
c
h
,

 

inhabitants 

W

 continually f
f
d

 

in f

 

every side. 

H
e
n
c
e

 the 

wilderness 

f

 ally I
m

e

 

a fruitful 

I
. 

H
O

I

 

v
i
e
s
.

 

I

s
 have 

I

I
 

 ̂

- 

I
 

^
 0
0
1 

 ̂

I
 mo

r
e

 

f
 
r

l than 

the 

p
e
o
p
l
e
.

-
 

C
C

 

R. 

Fay,. Great 

Biitain fV
o
m 

A
d
a
m

 s
l
h

 
to the 

Present 

D
a
y
,

 

192S, 

p. 

1S
2 

ょ
ぅ
引
 
5

。

し
か
し
’今
直
ち
に

^

の
問
題

^

進
む
前
ヒ
少
し
く
他
の
方
面

^

つ
い
て
觀
察

し
な
け
れ
ば 

な
ら
な

•
い
。
仑
れ
は
財
政
の
問
題
で
あ
る
。
假
令
技
術
的
困
雛
ド
打
勝
つ
乙
ど
が
出
來
た

S 

し
て
も
ぞ
の
瓦
帘
の

賓
金
.を

獲

#
す

る

こ

ど

が
出

.來

.
な
け
れ
ば
、又
を
れ

^

依
み
相
當
の
利

：̂

を
取
猬
し
得
な
け
れ
へ
ば

.、運

'河
事
樂
は
か

■く
，發
展
し
得
な

.か
つ
た

^

相
違
な
い
。
從
つ
て
次
ぎ 

R

乙
の
方

®

を
先
づ
明
か

k

す
る

.
必
要
が
あ
る
。

I

蓮
河
嫌
設
の
如

&

事
業
を
單
な
る
個
人
が
營
む
こ

ビ

は
決
し
て
適
當
な
る
も
の
ど
云
ひ
發 

な

V

勿
論
時
に
あ
•る
個
人
が
自
己
の
產
業
上
の
利
益
か
ら
あ
る
一
部
の
遯
河
建
設
を
企
て 

る
こ

^

は
あ

6

得
る
。
前
述
せ
る

'ブ
リ
ッ
デ
ゥ
ォ
タ
ァ
侯
の
如
さ
は
そ
の
著
し
沖
例
で
あ
る

0 

し

4

し
そ
の
運
河
は
技
術
上

k

於

S

て
は
成
功
し
た
が
、財
政
的

k

は
甚
し

lr
困
雛
を
生
じ
、一
 

時
は

•殆
ド
破
産
の
狀
態

k

陷
.
A

つ
.た
。(

M
a
n
t
l

 o
p
，
c
i
r

 

p. 

1
3
0彼
が
第
二
囘
の
運
河
計
畫

 ̂

際
し
五

r
H
»
の
手
形
を
弓

^

け
る
者

^

へ、

Liverpool, 

M
a
n
c
h
e
s
t
e
r

兩
邻
市
中
化

S 
く、
t

曜

H 

の
夜
、勞
働
者

^
支
拂
ふ
ベ
念
賃
鈒

R
さ

へ、事

?:
缺
く
有
樣
で
あ
つ
た

o
を

乙

で
彼
の
ト
作
、

 

か
ら
五
磅
か
ら
十
磅
の
零
細
な
る

**
金

?:
.募
集
し
て
、僅
か

4
今
の
危
急
を
救
ふ
こ

V 」

を
得
た
 

の
で
あ
つ
た
。
.彼
が
こ
の
第
ニ
の
蓮
河
を
完
成
し
得
た
の
は
全
く

 

ロ
ン
ド
ン

,の
銀
行
業
罾
、

 

Messers 

Child 

•か

ニ
萬
五
千
磅
の
資
金

?:
調
達
し
て
吳
れ
た
か
ら
で
あ
つ
た
。

(

p
i
.
n
g
h
l 

Growth, VOL 

II. part 

I
.
r
p
.
.

 

5
3
5

〕

侯
が
兩
度
の

.運
河
開
釋

^
投
じ
た
費
用

’は
ニ
十
ニ
离

0 .
で
あ
 

る

^
云
は
れ
て
ゐ
る

(Pratt, 

op. 

cit,, p. 

172〕

何
れ

^
し
て
も
か
、
る
事
業
は
こ
れ
を
固

V

的
企
業

^
し
て
行
ふ
化

.は
甚
だ
不
適
當
で
あ
つ
た

0

從
つ
て
ブ
リ
.ッ
デ
ゥ
ォ
タ
ァ
侯
が
ロ
ン 

第
二
十
四
卷

(

三
三
九〕

運
河w

產
肇
命 

第
i

彳
'



笫

ニ

十

血

卷

Q
i

四
〇
> 

運
河
ミ
產
業
革
命 

J

m

ド
.-

ゾ

用
幽
の

‘拨
助
そ
借
る
必
要

が

生
じ
た
の
は

«
だ
當
然
で
あ
る
。

ふ

か

し

こ

の
時
代
の
特
徴
せ
し

て
.著
し
い
■
の

一

つ

は
貴

族

階

級

が

先

づ

指

導

的
地

a

R 

立
つ
て
ゐ
？

ど
で
あ

.る
。

wridgewater

候
の
例
は
暫
く

.別
V、J
し
て

、Grand Trank 

c

l
の
發
 

企

者
は

Lord. 

A
n
s
o
n

及

び

Stafford

で
あ

\
を
の
會
合
の
際
、最
も
活
動
し
た
..者
ょ

 

L
o
r
d

 Gower, 

Lord 

G
r
e
y

で
あ
つ
た

o 

.か

く
の
如
さ
事
實
を
單
^
彼
等
の
公
共
的
精
神
に
の
み

 

歸
す
る
：こ

:レ

は
素
ょ
ぅ
滑
稽
で
あ
る

.0
む
し
ろ
マ
ン
ト
ォ
も
指
摘
す
る
が
如
く
、

, 

>
. 

I

 

landowners 

they were, interested 

in the creation of 

n
e
w

 m
e
s
s

 

of transport 

which were 

to 

enable 

the 
彐 t

o

.3crease in 

a 

considerable 

proportion 

the. value 

of the 

mines, 

quafries 

or 

forests 

in their 

lands. 

T
p
e
y

 

were 

keen

一

y

 aware 

of this, for the 
English nobility 

have 

always 

k
n
o
w
n

 

h
o
w

om
a
k
e

 

the 

best of economic, 

as 

well as 

political 

revQluuons/- 

fop. 

c

マ 

p. 

131〕

し

力
し
攻
何

^
地
主
階
級

V
J

雖
も
一
人
の
財
カ

^
依
つ
て
成
就
し
得
る
も
の
で
な

”
。
‘
：̂ 

っ，V

ミ
、

k

通
常

companies 

of Proprietors 

V
J

稱
せ
ら
る

、
株
式
組
，

織
の
發
生
を
見
る
に
至
つ

た
。

こ
れ
等
の
古
い
貴
族
階
級
に
對

し
、常
然
對
抗

し
て
起
つ
.
て
來
た
者
は
當
時
勃
興
し
つ
、ゝ
 

あ
つ

f

卩
槳
階
級
で
あ
つ
た
こ
れ
等
の
事
業
が
企
業
ど
し
て
有
利

V」

な
る
睁

k

、彼
等

/)
參

|
1
I

I
[
1

1
I|

■

办
を
見
る
の
は
不

E

心
議
で
は
な
い
'。

陶
器
辟

W
e
d
g
w
o
o
d

が

前
述
の
如
く
、

w
e
n
tiey 

V
J

共
R
、熱
心

.̂

製
陶
地
方
を
通
ず
る
運
河
の

 

亂

說
R

從
苐
し

C
o
r
n
w
a
l
l

の
陶
土
を

安
價

k

移

入

せ
ん

、/

j

し
た
の
は
を
の

 

一
î
l

R
過
ぎ
，な

 ̂
0 

w
e
d
g
l
o
d

 

.

は
第
一
の
署
名
人
く
な
へ
會
計
係
を
檐
任
し
た
。

B
l

y

は4
h
e

 

A
d
v
a
n
t
a
g
e
s

 

of 
Inland 

Navigation, 

w
i
t
h

 

a

 

P
j
a
n

 

of a

 

navigabie 

C
a
n
a
l

 

intended 

for 

a 

C
o
m
m
u
n
i
c
a
t
i
o
n

 

b
e
t
w
e
e
n

 
the 

p
o
r
t
s
o
f

trv
e
r
p
o
o
l

I
 H

u
l
l

こ

t

一
 

七
六
五
年
仏
著
は
し
、ミ
の
蓮
河
の
必
要
を
カ
說
し
た
。

乙 

の
運
河

ic
對
す
る
反

®

者
も
決
し
て
少
な
く
は
な
か
つ
た
が
、終
に
ー
七
六
六
牟
七
パ
ニ
十
六

 

日
仕
事
ド
著
手
す

「

る
.こ
ど
を

.得
た
。
.而
し
て

w
e
d
l
o
o
d
.

は
運
.河
の
沿
岸
の
土
地
を
買
上
げ

 

て
そ
の
後

間

も
な

く
：
こ

、

k

彼
の
ユ
ト
ル
リ
ア
大
エ
場

?:
建
設
し
た
の
で
あ
つ
た
。

(
M
a
n
t
o
u
x
,
.

 

op. 

c
l
r

p. 

1
3
3
.
)

蓮
河
が
資
本
ド
援
助
し
た

..1:

例

w

も
見
ら
れ
ょ
ぅ
。

:

以
上
述
：へ
た
ゃ
ぅ
昼
河
事
業
が
古
い
地
主
階
級
ビ
新
し
い
商
人
階
級

ビ

の
熱
心
な
る
努 

力
k

依
'
 
へ
そ
の
.利
益
が
一
般

k

普
.及
.ru.

れ

て
來
る

ビ

共
K

乙；れ
.等

~

の

企

業

熱

は

，著

し
く
.高
め 

ら
れ
た
の
で
あ
る
。
す
ベ
て
投
機
的
企
業
の
初
期
の
時

'
 
代

R
於
い
て
は

】

般
の
熱
心
さ
が
不 

常
な
猫
度
ま
で
高
め
：ら
れ
る
の

.が
常
で
あ
る
。
こ
の

「

運
河
熱

」
(canal 

m
a
n
i
a
)

も
、後
の
鐵
遒
熱

第一I

十
^
卷
.

(

三四一

〕

述
河W

產業本命
 

济
m
l



第H

十
四
卷

(

！s

■ニ)

.迦河
赢
業
革
命

 

四八 

ほ
ビ
は
甚
し
く
は
な
か

つ
た
が
、
相
當
大
な
る

 

'も
の
ど
な
つ
て
來
た
。

運
河
事
業

^
對
す
る
投
資
絜
が
如
何

k
著
し
ぐ
高
ま
つ
た

か

は
次
ぎ
の
幾
つ
か
の

M 

k
依 

つ
て

.明
瞭
で
あ
ら

5

0
一
 

七
九
〇
年

EHesmere. c
a
g
r

の
發
企
者
が
第

f

同
の
會
合

k

際
し
、應

 

募
者
の
株
數
が
募
集
株
數
の
四
倍
以
上
ド
達
し
た
。：文

」

七
九

-
年
！
1
0
|
1
0 

C
a
n
a
l

の
建
設
 

を
計

.

畫
し

R
o
c
h
d
a
l
e

k
會
合

す
る
や
、一
時
間
の
中

^
六
萬
磅
の
應
募
を
見
た
。

一
七

t 
ニ
年
 

メ
ナ
の
逆
河
株
の
取
弓
價
格
は

Leicester C
a
n
a
l

百
五
十
五

*
n
o
v
e
n
t
l
y 

C
a
n
a
l

は

三百

五
十

骑、

 

Grand T
r
u
n
k
s

も
同
様

、Birmingham 

I
 P

I
7

が
千
百
七
十
：

礆
..

で
あ
つ
た
。
同
年
十
月
の
販
賣

 

價
格
は

Hrent 

navigation

は

百

七

十

五

、ギ
一
一
ィ
、
⑴
o'
s
o
目

一

は

七

瓦

六

十

五

ギ

一

一

ィ

、

p

i

n
 

0
和
|

は
吉
三
十
ギ
二
ィ

，Leisester C
a
n
a
l

は
百
七
十
五
：ギ

i

一
：ィ

，Erewash 

0叫
3
1が
六
首
四
十
ニ
 

キ
二
ィ

Oxford 

c
anal.

が
百
五
十
六
ギ
三

.
ィ
、未
だ
少
し
も
：開
盤
を
始
め
て
ゐ
な
か
つ
た

O
P
PDU 

J
u
n
a
o
n

 

c
l
}ず
ら
：十
株

k

つ
い
て
三
百
ギ
十
五
ギ
ユ
ィ
の
ブ
レ
ミ
ァ
ム
が
つ
，い
て
ゐ

I

(Pratt, 

op. 

c

rP. 

1
8
3.〕

表
面
の
熱

ド

浮
か

さ

れ

て
建
設
さ
れ
た
速

.河
の
多

く

が
必
ず
し
も
成
功
し
得
る
も
の
で
は

 

な
い

■
今
成
功
せ
る
會
社
ど
不
成
功
の
會
社
ど
の
幾
つ
か
を
表
示
す
れ
ば
大
體
次
ぎ
の
如
く

で
あ
る
勿
論
そ
の
配
當
は
變
動
が
甚
し
い
が
、大
體
ム
、の
活
動
期

マ

」

も

見
ら

る

y一 
八

ニ
^: 

年
の
數

{ィ
で
あ
る

(J. 

H
.

 

C
l
a
p
h
a
m
,

 

A
n

 

E
c
n
o
m
i
c

 

History 

o
f
g
o
d
e
m

 

WHtain, 

S
2
6, 

P
.OO
I 
ノ

ニ)

成
功
せ
る
蓮
河
會
社

Forth a
nd 

G
y
d
。

M
e
r
s
e
y

 a
n
d

 

Irwell 

Navi

rq-ation 

L
e
e
d
s

 

and 

Liverpool 

H
r
s
t 

s
d 

M
e
r
s
e
v

 

O
x
f
o
r
d

s
a
n
d

 

J
s
c
t
i
o
n

J
LrD
I
CrD
w
t
c
r

crtfoudwatcr 

(Stroud 

よ
 々

s
c
v
o
n
o

 

taa
3
s
l
e
y

 

w
i
r
m
i
n
g
h
a
m

 

roventry
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六
分
一

一

厘
五
毛 

三
割
五
分 

I

割
六
分

七
割
五
分
、
割
增
配
當
附 

三
_ 
ニ
分
、
割
增
配
當
附 

1

亂
三
分

.

1

割

！
分
五
厘 

一
割
五
分
.餘

八
分
七
厘
五
毛 

七
割
、 

，割
%
配
當
附 

四
割
四
分
、
割
增
配
當
附
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革
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btafford 

s
d worcpster 

c/tourbddge 

、

W
a
r
w
i
c
k

 

a
nd 

B
r
i
m
i
n
g
h
a
m

G
l
a
m
o
r
g
a
n

Monmoutlisliire

Neath

(/wpnsea.

三)

不
成
功
な
る
運
河
會
社 

A
s
n
b
.
y

 
丨
 de-la-Zouch

JBasmgstoke 

Bolton 

a
n
d

 

B
u
r
v

 

b
i
l
e
s
m
e
r
e

{W
PCLGhester 

c
r
a
n
d

 

w

n)'stern 

H
c
d

L
d

e
rs

H
e
lc

r.

第三號

二
割
八
分
五
厘 

r

割
一
分
八
厘
餘 

1

割
.一
分 八

分

1

割 

1

割 

!

割

な
し 

な
し

四 五  

分 分

ニ
分
五
厘 

二
分
八
厘

な
し 

ン
な
し

wennet wnd 

A
v
o
n

 

ニ

リ̂五.厘

 

M
o
n
t
g
o
m
e
r
y

 

一一 

分
五
厘
 

r

trames ai 
ぃ
 j 

M
e
d

 w
a
v

 

な
し
 

Wofcester a
n
d
a
r
m
l
n
e
-
h
m

 

ニ

 ̂

Wiltshire 

and B€r-

sr''Ilire 

な
し
 

i'nam

o.s 
.PJ
n
d(/evern.

.vvey 

s
d
-

A
r
u
n

大
體

R
於

S

て
北
部
か
ら

T
h
a
m
e
s

河

K
至
る
主
要

 

績
は
ょ
く
、

一

割
以
上
の
配
當
を
な
し
た
も
の
は
す
べ

 

7
Cの
.

敗̂
せ
る
諸
會
社
は
何
れ
も
相
當

E
額
の
資
金

 

C
h
e
s
t
e
r

が
五
十
茁
磅
の
資
本
を
要
し
た
が
如
さ
で
あ

 

業
は
大
體

R
於
い
て
償

a
得
ぬ
も
の
で
あ
つ
た

rJ 

VJ 

cibid. 

p. 

8
2)

又
他
方
こ
れ
等
の
黙
を
無
視
し
て
、徒ら

 

立

3
れ
た
る
會
社
の
多
く
が
實

，際

R
.於

%

て
商
業
上

存 k  

在 あ
し る  

て も  

ゐ の  

ナこ、

。 成

一
分

◦
厘
五

.
毛

'

■

九

毛 

路
、又
は
製
造
業

地
方 

て
こ
れ
等
の
地
方

^

5:
投
じ
て
，

Q

る
。
例
へ
ば

s

?rsnlere 

a
m
i

 

る
0

要
す
る
ド
南
部
^
於
け
る
連
河
事 

は
第

ニ
表
に
依
つ
て
も

明
瞭
で

あ
る
。
 

k

前
述
の

' 
如
さ
運
河
熱

k
 

W

5れ
て
樹 

k

も、又

f

の
他
の
產
業
ド
も
何
等
の
功

笫

ニ

十

四

卷

遝

河

く

淹

漿

革

命 
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第〖

1

.ニ
 

u

g

 M

ど
.
は
極
め
て
明
瞭
で
あ
る
。
從
つ
て

乙

の
種
の
一
時
的
景
氣

k

煽
ら
れ
て
運 

河
事
業

R

投
資
し
た

.多
く
の
小
資
本
家

は

乙

の
.熱
の
冷
却
す
る
ど
共

.

、̂後
化
述
ぶ
る

•
か如
く
、
 

破
産
す
る

k

至
つ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
前

述

の.如
く
運
河
の
建
設
が
英
國
產
業
界
化
及
ぼ 

し
た

影
響
は

決
し
て
少
な
い
も
の
で
は
な
か
つ
た
。

こ

れ

等
の

0
k
關
し

て
今

少
し
く

說
叨
 

す
る
必
要
が
あ
る

v
j

思
ふ
。

趣
河
が
最
も
大
な
.る
功
獻
を
な
し

 

荷
馬
又
は
荷
車
で
道
路
を
運
搬
す
る

 

-Baines 

の 

- History 

of 

L
iver

p
o
o
l

ご 

c

連
賃
の
比
較
を
見
る
ビ
次
ぎ
の
如
く

 

區

間

/

L
i
v
e
r
p
o
o
l

ビ 

Etruria

ビ 

W
o
l
v
e
r
h
a
m
p
t
o
n

 

S
 

ビ

wirmingflaam

る
。

從
來 

な

つ

た

。 

^

對
す
る

た
の
は
、云
ふ
ま
で
も
な
く
、運
賃
の
低
下
で
あ

ょ
ぅ
も
遙
か
化
安
價
に
輸
送
し
得
る
こ

V
J
k

引
用
す

る

一
七
七
七
年
八
月
み
兩

者
の

一
斑

で
あ
る
。

(
P
r
att, 

o
p
.

 

c

rp, 

1
700
ょ

夕

引

用
ノ

陸

路

 

水

路

 

'

ニ
磅
十
志
.

十
三
志
四
片

五
碌
 

I

碌
五

志 

五
碌
 

一

磅

五

志

M
a
n
c
h
e
s
t
e
r

 

. 

W
o
l
v
e
r
h
a
m
p
t
o
n

 

四
.

^
十
三
志
四

 

一
穷

1£
志 

; 

VJ 

B
i
r
m
i
n
g
h
a
m

 

' 

四
，碌
 

ー
夯
十
志 

一”

^
L
i
c
h
f
i
e
l
d

 

四

!§
1
磨

一

一

€ 

D
e
r
b
y

 

三
礙
 

一
碌
十
志

.

浮 

VJ 

N
o
t
t
i
n
g
h
a
m

 

四
®

ニ
辕 

、、 

VJ 

L
e
c
e
i
s
t
e
r

 

六
磁
 

一
W

卜

^

一-
 

VJ 

G
a
i
n
s
b
o
r
o
u
g
h

 .

三
破
十
志

 

广
破
十
志 

;

W

 

N
e
w
a
r
k

 

五
碴

.六
志
八
片

/ 

ニ
條
 

’

か
.く
の
如
さ
缒
賃
の
低
下
が
あ
ら
ゆ
る
方
而
^
多
く

 

.の
影
..響
を
與
へ 

な
事
實
で
あ
る

0

殊
k

從
來
蓮
實
の
高
か
っ
た
、
あ、殆

r

遠
隔

.の.地化 

な
か
っ
た
商
品

‘か
、渾
河
自
萍
の

.
た
め

^

容
易

^

販
賣
し
得
る
や

ぅ

^
な 

土
の
一
大
變

ft
ビ

云
つ
て
ょ
い

o

何
故
な

ら

ば
^

れ
は
她
方
市
場

t 
0 

.

-方
的

“

g

品

が

大
な
る
市
場
を
目
標
ビ
す
る
資
本
主
義
的
商
品
ド
變
ず
る 

t
拨
助
す

.る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
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河
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革
命

つ そ u
た の こ

て は を 全

ね 產 求

た 業 め 明  

地 史 得 白

つ
の
近
世
的
傾
向
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運

河

ミ

産

業

苯

命

m

i
 

i
丨

乙
の
種
の
貨
物

V
J

し
て
最
も
著
し
い
も
の
、

一

つ
は
農
産
物
で
あ
る

。James Brindley

の
傳
 

記

作
者

S
m
i
l
e
s

は

マ
ン

チ 

'
ス
タ
ァ

化
於
ぃ
て
運
河
開
靈
前
、の
狀
態
^
つ
い

て
次
ぎ
の

如

3 

記
述
を
な
し
て
ゐ
る

0
 ̂Th

e

 imperfect state of the c
o
m
_
n

o*ation leading to and 

from 

Manchester 

rendered it a matter of som
e

 

d
i
m
l
y

 at certain seasons to provide food for so large 

a population. 

In 

winter, 

w
h
s

 the 

roads 

were 
closed, the 

place 

was. in the 

condition 

of a 

beleaguered town. 

S
C
I

 

C
V
S

 in 

S
B
m
e
r
,

 

the 

I
s
d

 

about Manchester 

itself being comparatively sterile, 

the place 

was 

badlv 

supplied 

with 

fruK 

vegetables, 

and 

でotetoes, 

which, 

b
e
i
n
g

cr
l
g
h
t

 

from 

considerable 

distances 

slun

ね across 

horses 

back, 

were 

so 

dear as 
to be 

beyond 

the reacli of the mass of the population.: 

か
く
し
て

一

七

五
.七
年

^
はManchester

及

び
を

の

附
近

一

帶
k

農
產
物
の
凶
作
が
起
夂

1

一
 

七
五
八
年
に
は
暴
動
を
惹
起
す
る
に
至
つ
た
。
こ
の
暴
動
は

，
.

Shude 

Hill 

し
て
ず
 

つ
ど

後
ま
で
記
憶

^

れ

V

ゐ

た
事
件
で
、そ
の
た
め
に
人
死
化
が
出
來
た
ほ
ざ
で
あ
つ
た
。

 

(oamuel Smiles, 

lives 

of wngineers, 

100
7
4,
 vcl.

rpp. 

16 
ブ 16、

ン

夕

^
か

く

の
如
さ
狀
態
を
救
濟
し
た
利

^

は
道
路
の
改
皮
發

.達
k

依
つ
て
も
齋

3

れ
た
も 

の
で
あ
る

,0
し
か
し
內
地
の
蓮
輸
が
道
路
ド
先
立
つ
て
、運
河
に
：依

.つ
て
.
改
良

3

れ
、農
槳
の
改

i
I
i
l

革
を
促
進
し
た
こ

V
J

は

否
定
し
得
な

S

事
實
で
あ
る
。

(
C
u
n
n
i
n
g
h
a
m
,

 

G
r
o
w
t
h
,

 
v
o
l
.
I
r

一：
 

p. 

5
3
5〕

し
か
し
蓮
河
が
主

ビ

し
.て

功

獻

し

た
ビ

乙

ろ

は

.{/
し

ろ
製
造
業
に
あ
つ
た
。

す
で
に
述
べ
だ
る
が
如
く
、

to
a

a

$

_

?

o

a

目

一

が

石

炭

業R
、又

w
e
d
g
e
w
o
o
d

{C
依
つ
て
熱
心 

R

劃
策

^

れ
た

G
r
a
n
d

 

Junction 

C
a
n
a
l

が
製
陶
業
に
、そ
れ
ぞ
れ
大
な
る
功
獻
を
な
し
た
ミ
ビ
は 

n
-

ら

R

繰
返
す
必
要
も
あ
る
ま
い
。
故

^

乙
、
で
は

3

ら

^

そ
‘の
他
の
製
造
業
^
運
河
ど
が 

如
何

^

密
接
な
る
關
係
が
あ
つ
た
か
を
附
記
す
る

M

 

V
J
Rし
ょ
ぅ
。

蓮
河
の
建
設

•か
最
も
著
し

^
影
響

?:
興
べ
た
他

.の

一

つ
の
産
業
は
製
鐵
業
で
あ
る
。
第
十 

九
世
紀

^

な
ぅ
蒸
氣
機
關
が
繊
維
エ
業

-̂
適
用

^

る
、

V
J

共
R
、製
鐵
業
も

一

層
發
達
し
て
來 

た
。

Z
の
兩
種
の
産
業
は
甚
だ
密
接
な
る
關
係

k

あ
る
が
、

M

、
で
は
論
究
し
な
い
。
要
す
る 

に
鐵
及
び
鋼
鐡
の
使
用
の
增
加
し
た
こ

^
、並
び

k
.
鐵
の
精
練
に
石
炭

?:
使
用
す
る
や
ぅ
に
な 

つ
た
こ

.

VJ、

こ
れ
等
が
原
因

V
J

な
6
、ミ

g
grt
-Mi

d
l
a
n
d

殊
k

S
o
u
t
h

 

Staffordshire

の
石
炭
地
方
、並
び

R 

B
i
r
m
i
n
g
h
a
m

一
 

帶
の
製
鐵
業
地
方
が
著
し
く
擎
展
し
て
來
た
。
從
つ
て
乙
れ
等
の
地
方
に
蓮
河 

を
建
設
し
质
料
の
運
搬
に
便
宜
を
與
へ
る
や
ぅ
^
努
カ
す
る
ド
至
つ
た
乙
ビ
は
云
ふ
ま
で
も 

な
い
。
を
の
結
果

^

ら

R

多
數
の
人
口
が
集
ま
ぅ
、又
舊
都
市
が
衰
へ
、新
都
市
が
勃
興
す
る
現

第
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十
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號

•
•
:
、

象
を
^
へ
生
じ
た
の
で

あ
る

.0

例
へ
ば
ぎ

f

の
郊
外
、

w
r
i
b
b
e
l

は
從
來
運
輸
の
中
心

»
で
あ
つ
た
。

,
ミ
f

、
 

from 

ltb 

-excellent 
quays 

s
d vicinity 

to Bswdley, 

was 

long 

穿 princfpal 

part of Worcestershire. 

I

n Manchester, 

s
t
o
l
d
g
e
,

 

Dudley, 

and 

the iron works 

of the 

stourv i
n
g
m
e
r
l

 pack horses 

0

1 

£

3 

I
 

^
 

3

S

I

I
 

o
- 

?

1
 

b
i
s

 

i
 sent to their 

V
a
n
g
s

 

d
e
l
a
t
i
o
n
s
:

 

: 

; At
 a 

f

g
 tide I have been told 

4
8 pack horses have been 

for several 

n
l
f

 

together 

quartered 

in 

this 
neighbourhood, 

and 

in 

consequence 

w
e
w
t was 

a 

rich 

and 

very trading 

I
n
、(N

a
s
v

 Worcestershire, 
1
7
9
9

•後
出
 

Ashton, p, 243 

ょ
々
引
用
。

)

然
る
に
釘
に

 

在
る

#-
ネ，(naj-rodb)

や
鐡
製
口

5
の
取
引

^
つ
い
て

W
§
B*
^
P3

が
中
心
地

V
J

な

6
、又
製
鐵
業

 

見

Shropshire

か
ら

Staffordshire 

k
移
つ
て

.來
た
の
で
、

B
i
r
m
f
m
.

は
條
鐵
の
市
場
^
も
な
久

 

B
e
w
d
l
e
y

は
棚
次

k
衰

.へ
て
來
た
。

し

か
し

toe
w
d
i
e
y

を
し
て
著
し
く
衰
微
せ
し
め
た
原
因
は

 

?
運
河
の
開
設

k
あ
つ
た
。

一
七
六
六
年

k

Brindley
が

Grand 

T
m
n
k

k
連
絡
す
る

wolver- 

haBpton 

C
a
n
a
l

を
計
畫
し
た

時
、始
め
は

そ
の

船
渠

を

の

附

近

F
ず

る

f
 

4

あ
り
 

た
く
辦
芩
に
先
見
の
明
の

.
な：ぃ：市
民
達
の
皮
對

.̂
遭
遇
し
て
、止

.む
を
，得
ず

^
0
与
河

3
の
一

卜

.

.

利
の

.地

k

求
め
た
。

そ

れ

が

s
t
o
u
r
p
s

で
あ
る

0

1

七

七

「

年
以
後
、こ

れ

等

w

l
 c

o
u
n
t
r
y

 

’t

質

.多

*

W

の

內

地

水

路

の

發

達

ド

依

っ

て

、乙
の
，
一
小

'村
は
.急

激

な

發

展

を

な

し

た

の

で

あ

 

る

(
r
.

ひ♦ 

A
s
h
t
o

-3, 

Iron 

a
n
d

 

S
t
e
e
l

B-
rl
-

^Industrial 

Revolution, 

102 A, 

pp. 

2
4

 
ゲ 2

4
」

ン

メ

ら

k

他

の

一

例
、を
採
る

0

s
o
u
t
h

 

W
a
l
e
s

は

ず

つ

ど

以

前

か

ら

相

當

大

な

る

.製
鐡
業
を
有

 

し
て
ゐ
た
。
し
か
し
炭
田
ヒ
し
て
重
要
纪
な
つ
た
の
は
第
十
八
世
紀
の
後
半
ド
な
つ
て
か
ら

 

で
あ
つ
た
。

^

れ
ま
で
は
石
炭
は

P
e
m
b
r
o
k
e
s
h
i
r
e

か
ら

C
a
r
d
i
f
f

k

船
で
送
ら
れ
て
，

Q

た
。
然
る

 

R

一
七
九
八

.
年

k 

M
e
r
t
h
y
r

 

w

 

Cardiff. 

V」

の
間
，次
い
で

P
I
X
P
O
O

】

ビ

N
e
w
p
o
r
t

^

の
間
^
蓮
柯

 

が

開
設

さ

れ
た
。

,乙

の
た
め

k
n
a
a策

V?
J N

e
w
p
o
r
t

の
®
潘
は
急
激
な
る
發
展
を
始
め
た
の
で

 

あ
つ

.
た

(
>
r
t
h
u
r

 

R
e
d
f
o

-a, 

L
a
b
o
u
r

 

M
i
g
r
a
t
i
o
n

 

in 

E
n
g
l
a
n
d
,

 

I
8
0
5〇： 

1926, 

p. 

\
8

)

が
く
の
如
く
運
河
の
開
設

R

伴

ひ、
新
都
市

.の
勃
興
を
見
た
の
で
あ
る
が
、あ
る
目
的
の
た
め

 

k

雞
設

3
れ
た
蓮
河
が
偶
然
違
つ
た
他
の
あ
る
へ
產
業

k

大
な
る
影
響

?:
與
ベ
た
^
ど
も
少
な

 

く
な

S

 

?
'前
述
の
農
産
物
の
場
合

も

そ
の

」

例
で
は
あ
る
が
、

5
ら

k

他
の
例
を
求
む
れ
ば
、次

 

ぎ
.
の
如
さ
事
實
が

.あ
る

。S
a
n
k
e
y

 

B
r
o
o
k

 

k
沿
ふ

.運
河

-0
開
：懲

V
J

共

R
、Li

v
e
r
p
o
o
l

が
石
炭
の
供

 

給
を
受
け
る
の

k

甚
だ
：好
都
合

1C
.な
つ
お

乙

-^
は
先
に
述
ベ

^
如

.く
で
あ
る
。
然
る
に

4/の

第

二

十

四

卷

(

三
五
I

V

運
河W

商
業
革
命 

s
i

號 

五
.

」



第
~
十
^
卷

(

三五
1
1

)

s:
w
ご產
a
ir
i
命 

第一一 
一̂

r
* \

結
果

w
e
a
v
e
r

河
‘ギ
連
絡

.b
、：
o
h
e
s
s
r
e
の
製
鹽
業
地
方

v

 L
a
n
c
a
s
h
i
r
e

の
炭
田

S
直
通
の
水
路
が

 

.開
か
れ
る
こ
ど

k
、な
つ
た
力
そ
の
た
め

^

p
u
r
eの：製
鹽
業

R
急
速
な
る
發
鹿
を
生

.じ
、Li

verpool 
，の
鹽
の
輸

W
は
.著
し
ぐ
增
加
し
た
。

之

に

皮

し

て

の

鹽

'業
が
著
し

 

く
衰
微
し
た
の
で
あ
つ
た
。

'
何
故
な
ら
ば

W
e
a
v
e
r

河
沿
岸
の
鹽
業
者
は
容
易
に
多
量
の
石
炭

 

,

を
購
入
し
得
る
や
う

k
な
ヶ
、從
來
か
ら

#
し
で
ゐ
た
優
良
な
る
自
然
の
鹽
水

(

穿
ぼ

)

か
ら
鹽
 

を
盤
ん

^
製
造
し
海
水
か
ら
鹽
を
製
：造
す
る

T
y
n
e
,

沿
岸
の
製
鹽
業
者
を
應
倒
し
た
か
ら
で
あ

 

0
た
。

(

！

 

o
p
. 

c
r

p. 

16
6)

要
す
る
に
一
運
河
の
開
設
が
諸
產
業

^
及

ぼ

.し

た

影

響

は

決
 

し
て
尠
少
な
も
の
で
は
な
か
つ
た
の
で
あ
る

"

七

.

運
河
の
發
展
は
著
し

%

も

の
で
あ
っ
た
が
、あ
ら
ゆ
る
速
河
が
財
政
上
利
益
を
得
た
わ
■け
で 

な
い
こ
ビ
は
す
で
に
述
べ
た
る
が
如
く
で
あ
る
。
最
も
多
く
の
利
益
を
擧
げ
得
た
の
は
製
造 

業
地
方
の
中
で
も
、特

k

石
炭
採
掘
地
方
又
は

B
i
r
m
i
n
g
h
a
m

の
周
圍

WJ
ち

運

河

制

度

の

中

、ぃ
地 

に
開
設
せ
ら
れ
た
初
期
の
蓮
河
で
あ
つ
た
。
例
べ
ば
前
述

..のBridgewater Canal, Trent a
n
d

 M
e
?

 

sey, 

Bifmlrngham 

Navjgatios, 

Coventfy 

Cahal, 

E
r
e
w
a
s
h

 

Canal, 

L
o
u
g
h
b
o
r
o
t
m
h

 

C
a
3
1

及

び

D
o
n

 

Navigation 

の
如
さ
も
の
で
あ
る
？

 

(Fay, 

o
p
. 

c
r

jpp. 

1

003-1
84)

し
か
し
亂
立

 

れ

/2
m

河 

が

何
等
然
る
べ
き
産
業
上
の
目
的
を
有
せ
ず
、財
政
的
破
綻

?:
生
じ

^

減
し
た
の
は
當
然
な

乙 

V
J

で
あ
る
。
し
か
し
蓮
河
が
衰
滅
し
た
の
は
を
の
他
に
幾
つ
か
の
原
因
が
存
す
る
。
次
ぎ

 ̂

を
れ
等
の
諸
黙

?:
槪
括
し
て
述
べ
て
置
か
う
。

先
づ
第

1

R
擧
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
鐡
道
の
發
展
で

.あ
る
。

一
八
八
三
年
.の
委
員 

會
ic
依
れ
ば
運
河
衰
滅
の
主
要
な
る
原
因
は
鐡
道
の
併
呑
で
あ
っ
た

o

鐡
道
會
社
は
一
八
四

 

六
年

k

大立
：：

分
.
の
運
河
を
そ
の
锋
一
八

.七
'三
^

^

^

.觀
次

k

附
如
し
、そ

.の
^

半
を

.所
有
す
る

.
 

や
う

^

な
つ
た
。
そ
の
以
後
は
鐡
道
委
員
會

(
R
a
i
l
w
a
y

 

c
o
m
m
i
s
s
i
o
n
)

の
許
可
を
必
要
マ

」

す
る
 

乙
V
JJC
な

つ
.
た
。

(

i
.
'
p

」

co
-

要
す
る
に
運
河
の
生
命
は
從
來
ょ
う
も
安
價

k
、か
つ
容
易

 ̂

荷
物

V
I
運
送
し
得
る

乙

ヾ

」

k

あ
つ
た
。
然
る

R
乙

の
黙

R

於
い
て
は
鐵
道
の
便
利
な
の
汉
遠

 

く
及
ば
な

S

Z

ビ

は
明

.か
で
あ
る
パ
故

^

假
令
鐡
道
が
運
河
を
直
接
買
收
し
な
か
つ
た
ヾ

」

し 

て
も
、
そ

の
衰
滅

は
蓋
し
免
れ
な
、か
っ
た
で
あ
ら
う
。
故
^
す
で

.̂

鐡
1

が
漸
く
發
肢
し
始
め

 

た
ば
か

6

の
時
、一
八
兰
八
年
ド
於
い
て
蓮
河
會
社
の
半
ば
、多
く
て
三
梦
の
一
一
は
五
分
以
下
の

 

配
當
で
あ
へ
一
分
又
は
無
配
當
の

も
の
も
少
な
く
な

か
つ

た
。

(

I

.

?
s>
払)

鐡
道
が
次
第

k 

第
二
十
四
，卷

(

三
五1
1

0
連
河
マ1-
產
業
革
命

 

第
.；ニ！！

JL
九



筋
二
十
S

 

(

藍

四

〕

運

河

美

蒙

命
 

第
三
'
 

六
◦ 

完
成

3

る
、
>

共
^

運

河

は

次

第

汉

不

用

ご

な

つ

た

の

で

あ

る

.
。

第
二

k
運
河
の

S
然
的
缺
陷
を
擧
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
英
國
の

.石
炭
採
.掘

也

方
が
ふ
、
 

部
分
反
陵
地
で
あ
つ
て
、

®
河
に
多
く
の
水
門
を
要
し
た
。
從
つ
て
運
®
の
上

k
甚
だ
不
便

e
、
 

ft
用

か

多
く

か

、
6
、か

つ
多
く
の
時
間
を
要
し
た

0
0
, r. 

F
a
y
.

氏

は

ノ
 If

 all 

E
n
g
l
a
n
d

 

h
a
d

 

b
e
e
n

 

as 

flat 

s the 

c
o
n
u
t
i
y

 

a
r
o
l

 

B
i
r
m
i
n
g
h
a
m
,

 

it 

w

l
 h

a
v
e

 

paid 

s
o
m
e
b
o
d
y

丨the 

canal 

c
o
mpanies, 

the 

r
a
J
w
a
y

 

c
o
i
n
, 

o
r 

the State

丄

o

 i
m
p
r
o
v
e

 the canals a
n
d

 g
r
o
u
p

 t
h
e
m

 into a
n

 

e
f
H
c
i
s
t

 s
y
s
t
e
m;
》 

c
p
a
,
, p. 

I
S
5
)

どm

へ
云
つ
て
ぬ
る
。

一
奶

三

：
の

原'因
は

©

度
組
織
の
缺
黯

.で
あ
る
。
.
遝
，河
畲
社
は
尚
身
運
送
を
行
は
な

.
い
。

丁
度 

税
道
の
勿
く
通
過
す
る
船
舶
か
ら
料
金
を
徵
收
す
る

.め

.で
あ
つ
た
。
從
つ
て
多
く
の

®

で
a 

速
に
ゆ
か
な

.い
o

一
 

八
.
四
五
年
議
会
は
直
接
連
輸
業

ド

從
事
す
る

Z
ビ

を
認
可
し
た
が
、ハ

00 

a
n
d

 

9

 

V
I
C
t
o
r
F

 

o
. 42

〕

す

で

に

そ

の

時
-«
^

失

し

て

ゐ

た

し

彼

等

の

運

輸

が

亂

暴

で

あ

 

'
時
間 

通
-
^
^
ゆ
か

g

大
な
る
缺
黙

?:
'

救
ふ

/

0

V
J
は
出
來
な
か
つ
た
。

以
上
の
三
つ
の
理
由
の
中
、後
の

.一
一
つ
は
明
か
れ

m
河
が
交
通
運
輸
の
機
關
ど
し
て
、近
®
大 

•X
®
組
織
の
下

k
.
K
s
て
は
木
適
當
な
も
の
で
あ
る

Z
ヒ
を
示

.し
て
ゐ
る

0

殊

^
鐡
%
の
支

術
の
發
達
す
る

V
J

共
k
、競
爭
し
得

 

最
初
か
ら
一
定
の
制
度

^

依
ぅ
、計
 

狂
時
代
の
亂
立
を
生
じ
な
か
っ
た

 

も
か
く
急
速

k

衰
頹
は
し
な
か
っ

以
上
第
十
八
世
紀
に
起
っ
た
英

 

ぼ
し
た
影
響
を
槪
略
記
‘述
し
終
っ

 

素
ょ

6
大
で
あ
っ
た
。
*
代
エ
デ

 

が
商
業
に
及
ぼ
し
た
利
益
は
少
な

 

照

)

し
力
し
英
隊
の

^
の
.時
代
.の
 

こ
ど

k
あ
る

。
' 
勿
論
運
輸
の
簡
便

 

る
ど
乙

ろ
’が、
0
し
ろ
.原
料

品
、
動
力
 

っ
て
工
場
制
度
の
發
生
ど
深
い
關

 

以
つ
て
す
れ
ば
、

r
>
f
&
^
J. srrowtli

た な 畫 ぬ  

で ら 的 % 
あ ば に の  

ら な 開 ビ  

う ほ ，鑿 な  

。 有 さ つ  
用 れ れ 

な て の  

役 . ゐ で  

を す こ あ 

演 な る  

じ ら ° 
得 は ; ; し 
iz X か 

か 前 し  

も 述 も  

知 せ し  

れ る 蓮  

ず が 河  

少 如 ^
く さ し

て埶
*

國
k

於
け
る
運
河
事

' 業
の
凝
遷
並
び

k

夺
の
諸
產
業
に
及

 

た
。
古
來
運
河
の
開
設
が
人
類
文
化
に
及
ぼ
し

た

影
響
は
 

ブ
ト
の
諸
運
河
を
始
め
、近
世
の
ス
エ
ズ
、パ
ナ
マ
の
諸
遝
河

 

く
な
い
。

(

拙
著

「

世
界
商
業
史

」

诉
代
篇
五

1

、
一
三

五
頁
等
參

 

運
河
み
意
義
は
む
し
ろ
製
造
業
ヾ

」

密
接
な
關
係
が
あ
つ
た

 

ぐ

」

去
ふ

乙

ヾ

」

は
商
業
上
办
問
題
で
は
あ
る
が
、

f

の
依
存
す

 

等
の
輸
送
に
あ
夂

»

造
業
の
た
め
の
蓮

㈣

で
あ
つ
た
。
矩

 

係
を
有
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る

。

A
r
n
o
l
d

 

T
o
y
n
b
e
e

の

言
葉

を 

of the factory s
y
s
t
e
m

 t
o
o
k

 place i
n
d
e
p
s
d
e
n
t

 

o
f

 m
a
c
h
i
n
e
r
v
,

 

a
n
d

笫
.ニ.十
四
卷

C

三五五

)

運河v

産業革命
 

•
 

i
ー號



.笫
ニ
十
四
卷

(

三五六

)

連河W

靡業革命

 

s
i被 

六二

O
W
G
d

 its 
origin to t:he 

expansion 

o
f

rtrade, an cxplgion which was itself due to the 

Q
l 

m
a
d
e

 at thls.time. in. the 

means 

of communication. 

The. canal 

system was. being 
J
.
P
Po:
<
.をく

^
o
p 民 

tnroughout the 
-country. 

-.(The Industrial 

Revolution 

of the .Eighteenth 

Century, inwngland,. N
e
w

s
d Cheaper 

Ed., 
p. 

7
1
〕

で
あ
る
が
、そ
れ
等
の
交
通
機
關
の
發
達

-
殊

k

M

M

k'VJ

つ
て

I

ば
製
造
業

k
對

す
る

.便
益
が
中
心
問
題
.‘だ
つ

た
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
運
河
は
如
何
な
る
效
果
を
齎
し
た
か

。

p R. 

F
a
y

の
指
摘
す
る
乙
ろ
に
依
れ
文
、

 

四
つ
の
黯
が
擧
げ
ら
れ
る
。

(Fay, 
op. 

c
rp. 

100
6
.

)

m

ー
^
英
國
の
產
業
地
方
の
生
產
價
格
を

.調
節
し

.た
乙
ビ
で
あ
る
。
特

R
石
炭
、鑛

.石
、鹽及

 

び
鐡
.の

如

さ

重
量
の

あ
る

主
要
產

物
の
運
搬
を
容
易
な
ら
し
‘
、道
路
が

旅
客
や
輕
い

產
物
の
 

運
搬
に
適
し
て
ゐ
る

の
に
對
し
、道

路
を

破
損
す

る

や
ぅ
な
重

い
貨
物
を
蓮
搬
し
て
道
路
の
迟

 

ら
ざ
る

點
.を

補

ふ
效
果
を
擧
げ

'る
.こ

^
が
出
來
た
。

第
ニ
に
運
搬
費
を
低
廉
な
ら
し
あ
た
。

乙
の
勲
は
す
で
匕
幾
度
も
述
べ
た
ど
乙
ろ
で
あ
る 

が
、運
饲
に
依
つ

て
運
搬

_
る

、
費
用
は
前
揭
の
表

^
も
示

3
る
、
が
如

く
#
常
陸
上

運
搬
の
 

4

分

?r
:
出
で

な

い

0
最
も

多
く
の

場
合

'四
分
の

一
、又は
 

一

二

分
の

一
で
あ
つ
た
。

(

ミ
.
H
. Jack-

m
a
n
/

 T
r
a
n
s
p
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